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	1 計画タイトル 　超広視野大型光学赤外線望遠鏡「すばる」の機能強化（すばる２）による国際共同利用研究の推進
	2 問い合わせ先 　吉田道利、国立天文台ハワイ観測所、yoshida@naoj.org
	3 マスタープラン提案時の提出元として想定される大学・機関・部局等
	4 マスタープラン2017への採否状況：　採択
	5 計画状況：　実施中
	6 計画実施時期 　すばる望遠鏡は、1999年にファーストライトを達成し2000年より共同利用を開始した。2020年代前半にすばる望遠鏡の大幅な機能強化を実現し、TMTとの明確な役割分担のもと、2030年代に至るまで継続的に科学的成果を創出する。
	7 総経費および予算プロファイル 　すばる望遠鏡の年間総経費は16億円であり、その内訳は、望遠鏡運用経費約12億円、老朽化対応のために約4億円（10年間で総額40億円）である。すばる望遠鏡の機能強化には総額50億円程度必要であり、国際協力および外部資金等により実施する。
	8 計画の概要 　すばる望遠鏡は、米国ハワイ州マウナケア山頂に建設された口径8.2mの大型光学赤外線望遠鏡である。すばる望遠鏡は、主鏡有効口径が8m以上の望遠鏡の中で、唯一、1平方度以上の超広視野を星像直径0.4秒角という高い解像度で観測できる望遠鏡であり、深宇宙の広域探査において、すばる望遠鏡に匹敵する能力を持つ望遠鏡は現時点では存在しない。本計画では、2020年代にすばる望遠鏡の超広視野を極限まで生かし、超広視野主焦点カメラHSCに加えて、「超広視野多天体分光器PFS」、「広視野高解像赤外線観...
	9 目的、学術的意義、当該分野・社会等での位置づけ
	10 実施内容（実施機関・体制、国際協力等を含む）
	11 現在までの準備・実施状況 　国際協力にて開発したHSC、IRDはすでに国際共同利用を開始している。Kavli IPMUが中心となって開発中のPFSは、平成33年から科学運用を行う予定である。ULTIMATEについては、カナダ、オーストラリア、台湾などと協力して、次世代広視野補償光学システムを早期に実現し、平成38年度以前の観測開始を目標としている。

